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本学名誉教授大橋隆憲先生は 去る 1983年 3月11日に逝

去されました ここに謹んで京悼の意を表します

先生は 1935年に東京帝国大学文学部を 40年に京都帝凶

大学経済学部を それぞれご卒業になり 40年経済学部防手

に就かれたのち 41年太平洋戦争の前夜 ご退職を余儀な

くされました 戦後 1946年東京工業大学講師 49年本学経

済学部助教綬を経て 65年教授となられ 75年退官されるま

で 統汁学の研究と教育および後進の養成に尽力されました

その問何年 1月から 1か年間 経済学部長の主主責を担われ

大学行政の面でも多くの貢献をなさいました ご退官ののち

は 日本福祉大学教授花園大学教授として 社会福祉論の

研究と教育に全力を捧げられました

先生は永年のご研究のなかで社会統計学統計学史

社会階級構成論社会福祉論などの分野にわたる 大きな業

績をのこされました 乙れらの研究は 「現代統計思想論」

「統計学総論J I日本の統計学J I日本の階級構成j をはじ

めとするあまたの著作に発表され 学界の進展に画期的な影

響を及ぼしました

先生は 経済学部にご在職のおり 多くの子弟を教育され

また本誌にも貴重な論文をお寄せいただき 本学会のため

ひとかたならぬお力添えを賜わりました ここに 先生のご

冥福を心からお祈り申しあげます

1983年 4月 1日

京都大学経済学会


